






























































































































































































































































































































































































































































































































































16） 前掲10）pp.139の1 ～ pp.140の８行目
17） 真下は大正11年２月に大田に同社農場会計係として
着任、３年半後に大田工場の建設が始まると同工場
の庶務係に就任している。
18） 同社が朝鮮に製糸工場を設置した理由は、大正8
（1919）年10月、社長の遠藤三郎兵衛らが朝鮮を視
察した際、朝鮮総督府から「朝鮮蚕業啓発ノ為メ南
鮮ノ適地ニ工場ヲ設置スル様」勧奨を受け、次いで
忠清南道庁を訪問の際には知事らから「将来道内ノ
産繭全部ヲ消化スル機関トシテ完全ナル規模ノ製糸
工場ヲ忠南ノ要都大田ニ建設セヨ」と要請があった
からである。
19） 『グンゼ株式会社八十年史』グンゼ株式会社、
pp.267の16行目～ p.268の９行目、1978
20） 『大田工場沿革史』によると、このときの状況につ
いて、約２年後に挙行された工場の開業式で工場長
は以下のように述べている。「規模一千釜ノ工場用
地トシテ御当局ノご斡旋ノモト大田鉢岩里ニ
三一〇八七坪ノ土地ヲ買収シマシタ后其ノ水質水量
ヲ精査シマスニ何レモ不充分ナルノミナラズ大田都
市将来ノ発展上ヨリ考慮ノ結果他ニ変更ノ余儀ナキ
ニ至ッタノデアリマス　爾来候補地ヲ物色中偶々大
正十四年三月大田面官民有志諸賢ノ誠意アル御奔走
ニヨリ水質水量並ニ業生ノ適地タル現在ノ敷地
二六〇六九坪ト交換スルコトニ決シマシタ…敷地交
換ノ為ニ大田面有志諸氏ガ新タニ土地会社ヲ設立サ
レ犠牲的出資ノモトニ御後援ヲ賜ッタコトハ銘記シ
テ感情措カザル所デアリマス」
21） 今市工場は大正12年に建設された同社初の新設工場
で、これまでの工場の建築構造とは違っており、鉄
筋コンクリート造の割合がずば抜けて高かった。そ
の場長を朝鮮進出の第一歩となる大田工場の場長に
任命することは、同社の期待感のあらわれであった
といえよう。
22） 孫禎睦、訳（西垣安比古、市岡実幸、李終姫）：『日
本統治下朝鮮都市計画史研究』柏書房、2004による
と、都市計画法のようなものが朝鮮半島内でも早く
制定・施工されねばという動きが1920年代の初めか
ら芽生えているとしている。
23） 平井直樹「日本統治期の朝鮮における紡績工場建築
―鐘淵紡績工場の分析を通して―」日本建築学会大
会学術講演梗概集、2009
24） 西澤泰彦『日本植民地建築論』名古屋大学出版会、
2008によると、1913年に朝鮮総督府が市街地建築取
締規制を府令として公布し、市街地の中に建てられ
る工場も規制を受け、防火地区に指定された地区内
に建てられる建物や工作物について防火規定が設け
られている。
25） 趙健相『清州誌』清州市誌編纂委員會、pp.398の11
～ 14行目、1961
